Measurement of the single top quark production cross section in 1.96-TeV proton-antiproton collisions by 中村 浩二
Measurement of the single top quark production
cross section in 1.96-TeV proton-antiproton
collisions
著者 中村 浩二
内容記述 Thesis (Ph. D. in Science)--University of
Tsukuba, (A), no. 4904, 2009.3.25
















平成 21 年３月 25 日
学位規則第４条第１項該当
数理物質科学研究科
Measurement of the Single Top Quark Production Cross Section in 1.96-TeV 
Proton-Antiproton Collisions
（重心系エネルギー 1.96 TeV の陽子・反陽子衝突におけるトップ・クォーク単一生
成断面積の測定）
氏　名（本籍）
学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位授与年月日
学位授与の要件








　本論文は，米国フェルミ国立加速器研究所のテバトロン加速器を用いた重心系エネルギー 1.8 TeV の陽子・
反陽子衝突におけるトップ・クォーク単一生成過程について， Collider Detector at Fermilab （CDF）実験によ
り取得された衝突事象を解析し，その生成断面積の測定を報告したものである。トップ・クォークは，基本


















　本論文では，電弱相互作用の素過程のうち，特に W ボソンが time like である s-チャンネル過程に着目し
－ 217 －
てトップ・クォーク単一生成の探索を行った。この素過程は，たとえば始状態の u クォークと反 d クォーク
が消滅して仮想的な W ボソンとなり，トップ・クォークと反ボトム・クォークを随伴生成するものである。









ンの寿命がおよそ 1.5 ps と長いことを利用して，その二次崩壊点を同定・再構成することにより，軽いクォー
クやグルオンを起源とするジェットから分離識別する。背景事象として寄与するのは，W ボソンとふたつ
のジェットの随伴生成，トップ・クォーク対生成，などが主なものである。












的分離を達成した。その結果，s-チャンネルのトップ・クォーク単一生成について， 2.38 + 1.04/-0.84 pb の断
面積を得た。標準理論の予言値は，0.88 +0.12/-0.09 pb である。観測された信号が背景事象の揺らぎで説明
される確率は 0.003 であり，正規分布の 2.7 標準偏差に対応する。また，測定された生成断面積から，小林・







Large Hadron Collider 実験における測定に期待を抱かせるものであり，博士論文として価値のある研究であ
るものと判断する。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
